
　令和８年春の叙勲において、元消防団副団長の杉浦健一
さん（折地区）が瑞宝単光章を受章されました。
　杉浦さんは、昭和57年から36年間にわたり町消防団に
在籍し、平成22年からは４期８年消防団副団長を務めら
れました。住民の生命と財産を守る消防団活動をはじめ、
消防団員の育成強化に尽力されてきたことが高く評価され、
このたびの受章となりました。
　受章にあたり杉浦さんは「皆さんのご理解ご協力があり、
活動を続けることができました。消防団員の皆さんも、自
分の身をしっかり守りながら、これからも町民の皆さんの
ために頑張ってほしいですね」と受章の喜びと感謝の気持
ちを述べました。

　ながす未来館で、コストラステージinながすが開催されま
した。これは、「まちのにぎわいチャレンジ事業」を活用し、
アニメやゲームなどのキャラクターのコスプレをして、ダン
スパフォーマンスや交流を楽しみ、にぎわい創出を目指すこ
とを目的としたイベントで、町では初の開催となりました。
　この日は５組19人がパフォーマンスを披露。“推しキャラ”
のパフォーマーが現れると、客席からは声援が飛び交い、会
場は熱気に包まれました。
　出演者は「ステージも広く、キャラクターの世界観をダイ
ナミックに表現することができてとても楽しかった」と笑顔。
　コスプレで参加した町内在住の女性は「とても楽しかっ
た。もっと長洲町でこのようなイベントが増えてくれると嬉し
い」と笑顔を見せました。

　古城区（福島正照区長）では、古城区学習センターで
防災講座が開催されました。
　この講座は、災害への備えに対する意識を高めるとと
もに、地域で支え合う防災体制づくりを目的に開催されて
いるものです。
　当日は20人の区民が参加。町の防災士による防災知識
や自助・共助についての講話のほか、防災トイレなどの防
災機材の展示、ダンボールベッドの組立体験などが行わ
れ、参加者は防災について理解を深めました。
　福島区長は「こうした防災講座を通じて地域で助け合
える関係づくりを進め、地域全体の防災力向上につなげ
ていきたいです」と話しました。

　清里小学校（今嶋英明校長）では、全校児童による
田植え体験活動が行われました。
　この活動は、田植えを実際に体験することで、普段主
食として食べている米への興味や関心を深めてもらお
うと、地域の皆さんの協力のもと毎年実施されているも
のです。今回植えたもち米は、10月に稲刈り、11月に
餅つきを行い、地域の皆さんへふるまう予定です。
　中心となって活動に取り組んだ５年生は、「この大変
な田植えをずっと続けてきた人たちはすごいと思った」
「雨や台風に負けず、元気に育ってほしい」と話し、稲
の成長を楽しみにしている様子でした。

パフォーマンスを終え笑顔の皆さん

熱いダンスパフォーマンスに会場が熱狂
コストラステージ inながす６
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ダンボールベッドを組み立てる区民の皆さん

古城区　防災講座が開催されました
地域で力を合わせて防災力の向上を！６
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長年にわたり町消防団活動に尽力

叙勲を手に笑顔を見せる杉浦健一さん（左）

杉浦健一さんが瑞宝単光章を受章
６
22

一列になって田植えを体験する児童たち

清里小児童が田植え体験
普段食べているお米に興味関心を！６
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　長洲小学校（坂本和也校長）の６年生43人が、町内に
ある企業の株式会社LIXIL有明工場を見学しました。
　この工場見学は、子どもたちにものづくりへの興味・
関心をもってもらおうと毎年実施されているものです。
　この日、児童たちは同社職員の説明に耳を傾けながら
工場内を見学したほか、声で窓のシャッターを動かす技
術をはじめ、便利なスマートホームなどの体験を行いま
した。
　参加した児童は「工場の広さにとても驚きました。最
新の技術に触れることができて楽しかった」「ここで窓が
作られていることを初めて知りました」と目を輝かせな
がら話しました。

社員の説明を熱心に聞く児童たち

長洲小児童が工場見学
ものづくりに興味関心を！６
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　未就学児の親子の交流の場である子育て支援センター
が、多世代交流施設にじいろはうす内に移転し、事業
をスタートしました。この子育て支援センターの愛称は、
「PONY（ポニー）」。Possibility（可能性）/Sunny
（陽だまり・明るさ）という意味が込められています。
　開設初日のこの日は、多くの親子が訪れ、交流を深める
姿が見られました。
　PONYのスタッフは「一人ひとりの可能性を大切にし
ながら、寄り添い、ともに歩んでいきたいと思っています。
小さな「できた」や「楽しかった」を未来につなぎ、地域
に愛される子育て支援センターを目指します。ぜひお気
軽にご利用ください」と話しました。

にじいろはうす２階「遊びの広場」でお待ちしています。

「子育て支援センター」がにじいろはうすへ移転！
たくさんの親子の笑顔が見たい７
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　ながす未来館において、記念講演会を開催しました。
　これは、本町と日本体育大学が連携協定を締結し、
「体育・スポーツ・健康づくり」などの分野において、
さらなる発展と社会貢献を図る目的で開催したものです。
この日は、日本体育大学の野井慎吾教授を講師に迎え、
「子どもの育ち・学びと遊びの可能性」と題した講演会
を行いました。
　講演では、子どもの睡眠や光を浴びることの重要性な
どについて、データを基にわかりやすく紹介されました。
　参加者は「外遊びの大切さや、遊びが学びにつながる
という考えに共感しました。今一度生活を見直したいと
思います」と話しました。

講演を行う日本体育大学野井教授

記念講演会を開催しました！
日本体育大学自治体連携協定事業７

３

　下東区（北野誠司区長）では、はっとり荘で第１回布あ
そび教室が開催されました。
　この催しは、布で作るかわいらしいアジサイの作品を
通して、蒸し暑い夏に涼やかな気持ちを感じてもらおう
と開催されたもので、今回が初めての開催となります。
　当日は区民16人が参加。講師の北野孝子さん（下東区）
の指導のもと、かわいらしいアジサイのブローチ作りに取
り組みました。
　北野区長は「皆さんが楽しみながら作品づくりに取り
組まれている姿が印象的でした。こうした活動を通じて
地域の交流が深まり、笑顔あふれる地域づくりにつなげ
ていきたいですね」と話しました。

ブローチ作りに取り組む参加者

下東区　第１回布あそび教室を開催
夏を乗り切るものづくりを！６
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　古城区（福島正照区長）では、古城区学習センターで
七夕まつりが開催されました。
　この催しは、七夕に合わせて区民同士の世代間交流を
目的に開催されているもので、今年で３回目を迎えます。
　当日は荒天にもかかわらず、40人を超える区民が参加し
ました。開始する頃には雨も弱まり、参加者はそうめん流
しに使用する竹のお椀づくりを楽しんだ後、用意された短
冊にそれぞれの願い事を書き、七夕飾りと共に笹へ結び付
けました。
　福島区長は「雨の中、参加いただきうれしく思います。
そうめん流しが出来なかったのは残念でしたが、多世代
の親交を深めることができた一日でした」と話しました。

区民同士の世代間交流を！

笹の葉に七夕飾りや短冊を飾り付ける区民の皆さん

古城区　七夕まつりを開催
７
５

　長洲町と株式会社LIXIL有明工場は、働く人のメンタルヘ
ルスの保持・増進および保健予防活動としての「食育」の推
進を目的に、職域連携事業を開始しました。
　第１弾となるこの日は、食生活が乱れがちな単身者や独身
者を対象に、惣菜やコンビニ商品の選び方、野菜の摂取に関
する講話のほか、簡単な調理実習を行いました。
　参加した16人は、熱心に学び、調理実習では参加者同士
で協力しながら調理を進める微笑ましい様子が見られました。
　参加者は「とても楽しく調理をすることができました。今
回学んだレシピや料理のコツなどをこれから活かしていきた
いです」と話しました。

和気あいあいと協力して調理を行う参加者

【長洲町×LIXIL有明工場】の「職域連携」スタート！
第１弾は単身・独身者向けのセミナー・実習７

15

　赤崎区（城戸区長）では、赤崎区公民館で七夕飾りづく
りが開催されました。
　この行事は、同区の多世代交流事業の一環として毎年
開催されているもので、10年以上続く恒例行事です。
　この日は20人の区民が参加。それぞれが願い事を短冊
に書き、色とりどりの七夕飾りとともに笹の葉へ飾り付け
を行いました。
　城戸区長は「子どもたちの人数もだんだん減ってきて
いますが、こうして毎年多世代交流事業を実施できるの
は、区民の皆さんの協力があってこそだと思います。これ
からも続けていきたいですね」と話しました。

参加した区民の皆さん

赤崎区　願いを込めて七夕飾りづくり
多世代で楽しく交流！７

５

　清里小学校（今嶋英明校長）では、４年生の児童を対
象に、カナデビア株式会社による環境学習の出前授業が
行われました。児童たちは、事前に実施したクリーンパー
クファイブの見学で学んだ知識を活かし、ごみ処理施設
の役割や資源循環への理解を深めました。
　授業では、提供されたスラグのサンプルを熱心に観察し
たほか、「ごみは資源である」という視点について学びま
した。
　参加した児童からは「ごみを処理する施設が、熱から
電気を作り出せる場所にもなっていることに驚いた」など、
ごみ処理施設の新たな役割に着目した前向きな意見も聞
かれました。

出前事業の様子

清里小学校で環境学習の出前授業を開催
ごみ処理施設の役割や資源循環への理解を深める７
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